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株式会社
マネーパートナーズグループ
代表取締役社長

奥　山　泰　全

当社グループが目指すもの

DON’T STOP!
ご挨拶  
　平素は格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　ここに当社グループの第15期事業年度の中間業績（2018年4月1日～
2018年9月30日）の概況についてご報告申し上げます。

　当中間期は、主要通貨であるドル円の値動きが模様眺めの傾向にあった
中、新興国通貨においては8月にトルコリラ円、南アランド円などが急速に
値位置を切り下げるという波乱の市況でありました。このような状況のもと、
当社は昨年の上場10周年記念キャンペーン等によるスプレッド縮小を段階
的に恒久化するとともに、期初来の取組みである取引残高に付与されるス
ワップポイント（金利差）の改善に取り組んでまいりました。
　また、株式会社マネーパートナーズは、民間ランキング会社であるオリコ
ン株式会社におけるFX部門において2017年に続き2018年も2年連続で
顧客満足度総合1位を獲得しており、引き続き多くのお客様に受け入れら
れるよう、さらにこれを業績の向上に繋げることができるよう取り組んでま
いります。
　今後も、FXにおいてより一層きめ細かな施策を機動的に実行できるよう
組織体制を改善しつつ、空港での両替サービスや複数通貨決済対応のマネ
パカードなど、FXを取り巻く様々な外国為替のサービスの拡充にも引き続
き努め業績の向上に取り組んでまいります。
　中間の連結業績は、営業収益で3,251百万円、経常利益は676百万円、
親会社株主に帰属する四半期純利益は411百万円の計上となりました。株
主の皆様におかれましては引き続きのご支援を賜りたく願う次第であります。
　また、準備中であります仮想通貨事業につきましては、グローバルアンチ
マネーローンダリングを見据えた取引先等の調整を丁寧に行う必要性が生
じておりサービス開始が遅れておりますが、引き続き当社グループの重点
取組み分野として準備を進めていることをご報告させていただきます。
　FXの外国為替のみならず、外貨両替、証券取引、金CFD取引、カード決済、
仮想通貨、「お金のことならマネーパートナーズ」と多くのお客様にご認知
いただける企業を目指してまいります。

　引き続き当社の今後の展開にご期待くださいますようお願い申し上げます。

株 主 の 皆 様 へ

　当社グループは「Don’t Stop!」を社是とし、企業
理念である「カスタマーファースト」「バリューアップ」

「イノベーション」「コンプライアンス」の4つの基本コ
ンセプトの実現に向けた取組みを継続的に実行し、か
つ「とめない、とまらない」ことを会社経営の基本方
針としています。

当中間期連結業績

 営業収益 3,251 百万円
 経常利益 676 百万円
 親会社株主に帰属
する四半期純利益 411 百万円

 総資産 85,386 百万円
 純資産 13,248 百万円
 1株当たり
四半期純利益 12 円 95 銭



上 期 の ポ イ ン ト

営業収益 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 総資産

※営業収益には、消費税等は含まれておりません。

経常利益
（単位：百万円） ■上期　■通期

第15期
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 第2四半期（累計）
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2017年3月期
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第13期
2017年3月期

6,040
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財務ハイライト

当中間期の外国為替相場は、米ドル／円については、米中通商問題や北朝鮮を取り巻く地政学的リスク等の
動向が注目される中、好調な米国経済や株式市場の持ち直しを背景に緩やかなドル高円安の流れで推移しま
した。FX取引高に大きな影響を与える外国為替相場の変動率については、8月にトルコリラをはじめとする新
興国通貨の急落とそれに伴う変動があったものの、米ドル／円をはじめとする主要通貨の変動率は前年同期
を下回り、国内全体のFX取引高は前年同期と比べ約7％減少いたしました。

外国為替
相場の状況

Point
1

当社グループ主力FXサービスである「パートナーズFX」において、昨年来キャンペーンにて実施してきた主
要通貨ペア業界最狭水準スプレッドのご提供は、お客様からの支持をいただき、2018年オリコン日本顧客満
足度ランキング「FX取引」において2年連続となる総合1位を獲得できた要因の一つとなりました。本年9月に
は、このキャンペーンスプレッドを標準スプレッドとして、継続的にご提供することといたしました。

スプレッド
縮小

Point
2

マネパカードを当社グループの事業のもう一つの柱に育てるための取組みの一環として、7月より国内大手
LCCとの提携カードのサービス提供を開始いたしました。残念ながら、現在、仮想通貨との連携サービスへの
取組みは一時中断しておりますが、これにとどまらず今後も、プロパーカード・提携カード両面の顧客ベース
の拡大に加え、顧客当たりの決済利用を増進するためのカード利便性向上に積極的に取り組んでまいります。

マネパ
カード

Point
3



T O P I C S

5月 MAY4月 APRIL 6月 JUNE 7月 JULY 8月 AUGUST 9月 SEPTEMBER

純資産

※営業収益には、消費税等は含まれておりません。

1株当たり四半期（当期）純利益 顧客口座数 顧客預り証拠金 外国為替取引高

13,248
（単位：百万円）

第15期
2019年3月期
 第2四半期

13,013

第14期
2018年3月期

12,506

第13期
2017年3月期

12.95

22.64

（単位：円） ■上期　■通期

第15期
2019年3月期
 第2四半期（累計）

第14期
2018年3月期

25.16

14.67

第13期
2017年3月期

6.87

（単位：百万円） （単位：億通貨単位）（単位：口座）

2017.9

306,001

2017.9

64,734

2018.9

322,271

2018.9

62,707

（第2Q）

2,842
3,201

（第3Q）

4,374

（第4Q）（第1Q）

3,097

2018年3月期 2019年3月期

2016.9

286,494

2016.9

58,608

（注）顧客口座数、顧客預り証拠金・・・各第2四半期末時点の口座数、預り証拠金残高
外国為替取引高・・・各四半期毎の3ヶ月間の取引高
なお、それぞれの計数には、2011年8月より開始したCFDに関する数値を含めて表示しております。

〈当中間期の取組み〉

7/2　【マネパカード】 
「Peach Manepa Card」サービス提供開始
国内大手LCC Peach Aviation株式会社と提携し、対応する6つ
の通貨をWEB上で日本最安のコストで両
替・チャージすることで、世界210以上の国と
地域で利用できる「Peach Manepa Card」
サービスの提供を開始いたしました。

7月
8/31　【FX】
秋のグルメキャンペーン開催
取引高に応じて豪華賞品をプレゼント
す る キ ャ ン
ペーンを実施
しました。

8月
8/6　【FX】 
法人レバレッジの変更について
主要6通貨ペアを対象に、当社が定める最大
レバレッジと、金融先物取引業協会が算出し
た通貨ペア毎の為替リスク想定比率による
レバレッジを比較し、いずれか低いレバレッジ
でお取引いただけるよう変更いたしました。

8月

事業データ

9/19～　【FX】
「パートナーズFX」
スプレッド縮小
主力商品である「パートナーズ
FX」においてユーロ/円0.4銭をは
じめ各通貨ペアの標準スプレッド
を業界最狭水準に縮小しました。

9月
7/31　【FX】
夏のグルメキャンペーン開催
取引高に応じて豪華賞品をプレゼント
す る キ ャ ン
ペーンを実施
しました。

7月
8/7　【FX・仮想通貨】
LINE AIアシスト「Clova」
為替・仮想通貨レート配信スキルを提供開始
LINE株式会社が提供す
る、音声による為替・仮想
通貨レート配信スキルの
提供を開始いたしました。

8月



マネーパートナーズのサービスのご紹介
マネパカード

人工知能、その他

2018年7月より、国内大手LCCであるPeach Aviation株式会社
との提携カード「Peach Manepa Card」のサービス提供を開始
いたしました。
マネーパートナーズプロパーカードに加え、提携カードにも積極
的に取組み、マネパカード顧客層の拡大を図ってまいります。

AIサービス
株式会社マネーパートナーズソリューションズは一般社団法人日
本ファッションスタイリスト協会と共同で、ファッション系AI
サービス「Styling  MapⓇデジタルスタイリング」を開発しました。
マーケティングについては、伊藤忠ファッションシステム株式会
社との提携をはじめ、ECサイトや店舗にサービス展開してまいり
ます。

Clova
「Amazon Alexa」に続き、2018年8月7日より、LINE株式会社が
提供するAIアシスタント「Clova（クローバ）」で、音声による、外国
為替や仮想通貨のレート提供を行うサービスを開始いたしました。



外国為替マーケット情報

配 当 に つ い て

　当社は利益還元に関し、株主の皆様のご期待とご支援に一層応えてまいるべ
きとの考えから、継続的かつ適正な利益還元を経営の重要課題と位置付けてお
ります。具体的には、年間の配当性向の目処を連結当期純利益の30％とし、
中間配当及び期末配当の年2回実施することとしております。
　2019年3月期の中間配当につきましては、上記の方針に基づき、1株当たり
3.50円（配当金の総額114百万円）とさせていただきました。

会 社 概 要 （2018年9月30日現在）

商 号 株式会社マネーパートナーズグループ
U R L http://www.moneypartners-group.co.jp/
本 社 所 在 地 東京都港区六本木三丁目2番1号
代 表 者 名 代表取締役社長 奥山　泰全 
設 立 2005年6月10日
資 本 金 2,022百万円
従 業 員 数 9名（連結：97名）
グ ル ー プ 会 社 株式会社マネーパートナーズ

株式会社マネーパートナーズソリューションズ
事 業 内 容 持株会社としてグループ各社の株式を保有することに

より、当社グループ全体の経営戦略、経営管理機能を
担っています。

株 主 メ モ

（ご注意）
1.   特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、みずほ信託銀行が口座管理

機関となっておりますので、みずほ信託銀行にお問合せください。株主名簿管理人である三菱
UFJ信託銀行ではお手続きできませんので、ご注意ください。

2.   未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
上 記 基 準 日 3月31日

その他基準日を定める場合は、あらかじめ公告します。
公 告 方 法 電子公告　http://www.moneypartners-group.co.jp/

ただし、やむを得ない事由により電子公告をすること
ができない場合は、日本経済新聞に掲載します。

株 主 名 簿 管 理 人 三菱UFJ信託銀行株式会社
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

東京都府中市日鋼町1-1
® 0120-232-711（通話料無料）

郵送先　〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

特別口座の口座管理機関
事 務 取 扱 所 みずほ証券株式会社及びみずほ信託銀行株式会社

株式会社マネーパートナーズは、お客様のお取引・
リスク管理等にお役立ていただくため、様々な媒
体を通じて、外国為替に関するマーケット情報を
提供しております。

オンラインセミナー

コラム（定期）

臨時レポート


